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　表紙の写真は「花園セントラルスタジアム」のバックスクリーンの表裏です。「これは土木と

関係あるの？」とお思いの方もいるかと思います。この野球場を含め，周辺にある多目的広場や

陸上競技場は「花園多目的遊水地」であり，この遊水地の東側を流れる恩地川の増水した水を，

一時的にストックする施設です。バックスクリーン裏側には中央に越流堰が，その両側には堤防

が築堤されています。今年も防災施設としての出番はありませんでしたが，いざとなったら頼り

になる「守り神」のような土木施設だと思います。ちなみにこの野球場は 30 年に１度の増水時

にストックされるよう計画されているようです。                           　　　　

（大繁　記）

表紙説明
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　高度成長期・バブル期の“調査のための調査”から、施工データの改ざんに端を発す
る建設工事の信頼性に対する問題の顕在化が社会問題になっている。これにともなって、
調査の信頼性が問われるようになり、組合員の皆さんを含む地質調査業界は大きな転換
期を迎えている。
　この対応で、人材の問題が特に深刻になってきている。最も顕著なのが人材の高齢化
と絶対量不足で、災害時の対応や業務発注がやや多くなると、「忙しい・ボーリングマシ
ンがない・有資格者がいない」など、従来までであれば通常業務として処理できたもの
の対応が困難な場面も多くなってきている。高齢者の活用は、この問題を解決する現実
的な方法のひとつとして重要であることは、万人が納得できることです。われわれの仕
事の知識集積型業種という特殊性を考えると、高年齢者の効果的な活用は絶対に必要な
ことと考える。
　高齢者の能力を活用すること・伝承することは次世代に対する義務であり、高齢者は
業界の宝と捉える必要があるのではないでしょうか。建通新聞社のアンケートによると

「定年退職者の約 8 割が働きたいと考えている」と回答している。高齢者が働くかどうか
については、定年退職した各人のキャリア・本人と周囲の状況・ライフスタイルなどによっ
て本人が決めるもので、その選択肢の一つとして業界での就労がある。効果的かつスムー
ズに成立することを、本人も企業も望んでいるが、今のところ、その仕組みが確立され
ていない。
　地質調査業界で定年退職を迎えたＯＢ社員に対して、業界全体で雇用の場を確保する
ことで、より良い活躍の場の提供・活性化につなげることはできないか？そのために、
センターにできること、協同組合だから、やれること・やるべきことは何かを、対象者
である立場を踏まえて独断的にまとめて見ました。運営の基本が、利潤ではなく「相互
扶助の精神」であり、協同して経済的・社会的地位の向上を図るために組織されている。
この原点からの発想をすることで可能性は十分にある。
【考え方の基本】　支援サービス事業の一環として「高年齢者の技能と経験を活かした雇

用の場の確保」と「組合員企業のコスト削減」のふたつの課題に取り組む。
【できること】　聞き込み・アンケートなど、できることから地道に実施。

・啓発と普及（セミナー・研修会・講習会など）：「高齢者対策特別委員会」等の設置 
を含めて定期的な実施を始める。

・高年齢者自身の自立支援（研修会・外部実施研修等の紹介など）：役割や立場の変更
に対応するための教育訓練を企画することや、技術・技能・経験などを伝承するた
めのシステム作りに取り組む。

・雇用の創出と確保の支援（組合員企業の人材活性化による就労機会拡大）：センター
の一角に、情報交換や相談、簡易な業務も可能なサロン的な空間を設ける。

・斡旋システムの検討と支援（高齢者対策特別委員会」等の設置を検討してその実現
に努める、事例研究・事例紹介・試行など）：高年齢者からの多様で具体的な要望、

関西地盤環境研究センター　顧問
佐藤　和志

高齢者の効果的な活用で業界の活性化を !
～業界の現状とセンターの役割～
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また、企業側のニーズについても取りまとめた上で、勤務形態・賃金・処遇など望ましい就
労形態について、ガイドライン等を作成する。

  つまり、働く意欲はあるが、体力的な問題による勤務日数や勤務時間の短縮、さらに年金支
給開始時期・支給額による賃金の要求等と、企業側がどこまで応じられるかを予め把握して
ミスマッチが無いようにするための条件整備です。

　地質調査業界で定年退職を迎えたＯＢ社員に対して、業界全体で雇用の場を確保することで、
より良い活躍の場の提供・活性化につなげることはできないか？真剣に取り組んでみてはいかが
でしょうか。問題は、誰が・何処がどんな形で実行するかです。センターでは出来そうだし、や
るべきではないかと考えており、その考え方を説明しました。また、立正大学 経営学部准教授西
岡由美氏が『高齢者というのは、「プチ・ダイバーシティ」です。一言で「高齢者」と言いますが、
その中身は実に多様です。これまでのキャリア、就労志向、スキルはもちろん、健康状態、家庭
環境も人それぞれです。こうした人たちの活用に成功できたら、他の人材カテゴリの活用でも必
ずうまくいくはずです。ここ 10 年で特に多様化が進んでいるのは、就労志向です。』と述べてい
るように、雇用問題解決の重要な視点と捉えることもできます。
　新たな取り組みであり、なかなか大変だとは思うのですが、「相互扶助の精神」で出来ることか
ら進められたらと考えています。推進に当たっては、今だけではなく、未来を考えて、積極的な
ご支援ご協力をよろしくお願い致します。
【高年齢者に期待できる能力】
・長年にわたって蓄積してきた知識・技術・技能・経験
・マニュアル化できない資質（職人技）とその継承
・社会参加・貢献をしたいというボランティア精神
・少子化・高齢化のなかで減少していく労働人口を補う労働資源の活用
【高年齢者側から見た働くメリット】
・知識・技術，能力，経験の還元
・収入の確保
・生きがい、健康の保持
・社会参加・貢献

参考　【シニア人材の企業における活躍に向けた取り組み】
（財）企業活力研究所『シニア人材の新たな活躍に関する調査研究報告書』（平成 24 年）提言から引用
1）企業は、シニア人材を企業の利益に貢献する人材として捉え直し、シニア人材ならではの活躍

の場の提供や役割の設定にコミットすべきであり、その働きに見合った処遇を行うことが重要
である。

2）企業は、加齢に伴う体力の衰えを補完する設備や制度の整備に努めることが期待される。
3）企業は、シニア人材のライフキャリアデザインを支援することが必要である。また、若いうち

から、企業人としての役割以外の社会的役割に立った活動もできるようにする教育も行うこと
が望ましい。

4）企業は、シニア人材を送り出す側の責任として、シニア人材に対して、転身や起業のための情報、
機会、時間等を提供することが期待される。
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　平成 28 年 10 月 20 日（木）16 時 00 分より、大阪キャッスルホテル会議室において、理事 7 名
が出席して開催した。
　定款の定めにより、髙村理事長が議長に就任し議事進行を行った。

 

 1 ）一般経過報告
 ９月の会議・会合・行事について報告した｡
 2 ）9 月分事業報告の件
 ① 試験実施状況報告
  試験依頼件数 231 件、受注金額は 26,461 千円、請求金額は 22,441 千円、未試験金額、  
  29,981 千円｡
 ② 収支実績報告
  入金額 22,045 千円。
 3 ）合同見学会開催の件
 4 ）その他の件
	 ①ものづくり補助金状況報告の件
	 ②（一社）関西地質調査業協会広報誌（ＧＥＯ）広告の件

 1 ）第 37 期臨時総会議案書（案）承認の件　
 2 ）第 37 期臨時総会当日のスケジュール及び役割分担の件
 3 ）平成 28 年度下期予測の件
 4 ）組合規程類見直しの件
 5 ）その他の件

定例理事会 Regular board of directors１０月

［報告事項］

［審議事項］

　 　 　  ☆  お 知 ら せ  ☆ 　

・当センターの年末・年始の業務
 12 月 29 日（木） 仕事納め
  30 日（金）～ 1 月 4 日（水） 休業　　　　　
 1 月 5 日（木） 平常勤務、仕事始め



‒ 4 ‒

宇治川オープンラボラトリーと伏見城周辺 現地見学会に参加して 
株式会社 関西地質調査事務所 

佐々木一真 
11 月 16 日、宇治川オープンラボラトリーと伏見城周辺を見学する合同見学会に参加させていただき

ました。宇治川オープンラボラトリーは、水理実験の施設や装置を多く有している京大防災研究所の施
設です。午前中はこの施設にて水害時における状況を実際に体験してきました。午後は伏見城周辺の「豊
臣地形」を、伏見区役所から伏見城まで有名なガイドの方の解説と共に散策しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
宇治川オープンラボラトリーの見学会では、実際に水害が発生した時、遭遇する可能性のある状況に

ついて、実際に体験しました。体験した状況は、向かってくる水流に対抗するようにして平坦地から階
段を上っていく(流水階段)というものと、氾濫水が屋内に侵入し、水圧でドアを開けるのが困難になると
いう状況でした。 
流水階段は横から見ている時に想像していたものよりも激しく、階段を上る時は手すりに掴まってい

ないと足元を掬われそうでした。実際の水害時は、この時よりも水量が多い可能性も十分に考えられ、
加えて、土砂の混ざった濁流の場合は足元も不鮮明で、かなり危険な状況だなと痛感しました。 
水圧によるドアの開閉が困難になるという話は以前より聞き及んでいたのですが、実際に体験してみ

ると、水量が増えるにつれてドアに少々の隙間を開けることすら困難になっていくことを、身をもって
体験しました。水圧というものがどれほど強大な力であるか、いう自分の中での認識を改める体験とな
りました。 
  

宇治川オープンラボラトリー 

伏見城周辺散策コース

宇治川オープンラボラトリーの位置と伏見城周辺の散策コース 

流水階段を昇る様子と水圧のかかったドアを開く様子 

宇治川オープンラボラトリーと伏見城周辺現地見学会に参加して
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伏見城周辺の散策では、「ブラタモリ」という番組で、タモリさんを実際に案内したツアーガイドの方
に解説をしていただき、その特徴的な地形を歴史と共に振り返りました。伏見区役所から伏見城本丸跡
地の足元までを歩いて散策したことで、道や地形の変化や、豊臣政権当時の身分の差による住み分けが
どのような基準でなされていたかがわかりました。 
特に印象的であったのは、格子状に区画化された居住区と、桃山断層を境界にして町民の居住区と大

名の居住区が明確に分けられていた事です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
桃山断層の西側では、格子状に区画化された区域に多くの町民が住んでいたとされ、一区画に高密度

な居住区を形成しており、現在の町並みも土地を余すことなく利用したアパートやマンション、階層の
高い一戸建てなど、高密度であった。京町通から新町通りあたりまでの区画は、等高線に沿った土地利
用を行うのではなく、傾斜を持った丘陵地に宅地造成を行い、無理矢理直線状の区画を造って居住区、
城下町を形成したという。地形的に無理を通したことを裏付ける証拠(真直ぐな道筋ではあるが、起伏に
富んだ道など)が、今の伏見周辺のいたるところで見られ、とても興味深かった。 
桃山断層の東側では、西側とは対照的にゆったりとした広大な敷地に、大きな屋敷を構えた大名の住

む居住区が立ち並んでいたという。当時と同じように、現在も敷地面積を広く取った一戸建ての住宅が
多く立ち並んでいた。西側と東側で異なる点としては、西側は様々な音によってにぎやかな印象があっ
たが、東側は対照的にひっそりとして静かな印象を持った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 今回の見学会に参加して、実際の水害の状況を疑似的にではありますが体験することができ、水の力
の大きさを再認識することができました。伏見城周辺の散策では、歴史の下でどのようにして、何の目
的で現在のような居住区を形成する運びとなったかが、解説と共に歩いてみることでよく理解できまし
た。地形を利用して支配する側と支配される側の関係を明確に表現したこの地形が、「豊臣地形」と言わ
れる所以なのだなと思いました。 
このような見聞を広める機会は多くはないので、また機会があれば参加したいと思います。 

桃山断層 

大名町民 

伏見城とその城下町の復元地図 (大名の居住地入り) 

丘陵地に居住区を造るため、造成を行った痕跡 城門を守るように続く、切り立った斜面
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いざとなれば損得を度外視できるその性根、
世の中に、それを持つ人間ほど怖い相手は
いない。　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　真田　幸村（信繁）

解説：大坂冬の陣のあと、徳川方から寝返りを打診されたときの言
葉だといわれます。 
大意は『損得勘定で動かない人間ほど手ごわいものはない』となり
ます。
損得に左右されて一喜一憂する人は、心にブレが生じます。しかし
目先の損得を考えない人は、恩義・博愛・人道などといった自分の
信条や信念にもとづいて行動するため、性格が一本気で失敗を恐れ
ない思考になっているのです。信繁も恩義のある豊臣家を守るため
に、大坂の陣における劣勢下でも孤軍奮闘しました。裏切りや打算
による行動が当たり前だった戦国時代に、義を重んじた信繁らしい
発言です

　今回のちょっといい話は、NHK 大河で放送されている主人公の真田幸
村の名言にしてみました。戦国時代の波乱の世の中に、義を重んじた武将
で、人気があります。
損得勘定に関しての名言だったので載せてみました。
大河を見ながら、皆様にとっての名言を探してみるのも良いかもしれません。
お暇な時に一読して下さい。                                        　　（稲田　記）

【参考文献】：http://minnano-uwasa.com/sanadanobushige-meigen/

【物事を損得で考えてはいけない】
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　先日、インターネット上の記事にて、「米航空宇宙局（NASA）が木星の衛星エウロパの地表か

ら噴出する水柱とおぼしきものを捉えた写真を撮影したと発表した」との記事を見かけました。

　エウロパの地表は氷で覆われていますが、その下には液体の海が存在するのではないかと以前

から考えられていました。今回の発表はその仮説を裏付けるものとなりそうです。

　また、地球に最も近い惑星の一つである火星においても、水の存在を示す痕跡がいくつも発見

されているようです。水が存在するということは、そこに生命が存在する可能性があるというこ

とでもあり、地球外生命体の発見が期待されます。

　ですが、これらの水はいずれも地下にあり、無人の探査機で調べるには限界があるでしょう。

となると直接現地へ人間を送り、地盤を掘削して詳細に調査しよう、という話になるのではない

でしょうか？

　現在 NASA では 2030 年代頃を目標に火星の有人探査が計画されているようですし、他の国で

も火星への有人ミッションの可能性が模索されています。

数十年、あるいは数百年先、他の天体へ出張して地質調査、なんて仕事があるかもしれませんね。

（清水　記）

編集後記


